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全作物共通
天気は平年に比べ晴れの日が多くなり、平均気温は高く、降水量は少なく、日照時間は多い見込みです。

①ハウスは高温で経過する日が多く、葉やけ、落花、日焼け果等の高温障害に注意します。換気に努めるとともに、かん水と
追肥・葉面散布を適切に行い、草勢維持と着果安定に努めましょう。

②遮光資材は、栽培品目に応じて遮光率を選択し、曇天時の被覆は避け、過度な遮光にならないように注意しましょう。
③高温期は収穫後の鮮度や内部品質が低下しやすいため、朝夕の涼しい時間帯に収穫し、速やかに倉庫や予冷庫に搬入しましょう。
④各種病害虫の多発時期を迎えるため、適期薬剤防除に努めましょう。特に、高温期に多発する軟腐病、アザミウマ類、コナガ、
アブラムシ類、ハダニ類、及び草勢低下や軟弱な生育で発生しやすいうどんこ病、べと病に注意します。

⑤熱中症防止や疲労回復のため、定期的に休息を取り、水分だけでなく塩分補給も行いましょう。

※本資料に記載の農薬や資材は「地域で推奨するもの」を使用し、倍率や収穫前日数に十分留意して使用してください。









◆防虫ネット・近紫外線カットフィルム・粘着シートなどを活用し、適切な栽培管理と合わせ、病害虫の発生を最小限に抑制しましょう。
◆農薬の使用に当たっては、使用基準を必ず守りましょう。
なお、品目ごとの栽培防除体系を基に、化学合成農薬の使用をできるだけ減らし、クリーンな野菜生産を実践しましょう。
気温が 25～ 30℃以上となる高温時の散布作業は、作物に対する薬害の危険性が増大すること、散布者の健康被害が懸念されることから
なるべく避けましょう。

※この情報は、上川農業改良普及センター本所地域(旭川市、鷹栖町、当麻町、比布町、愛別町、上川町)向けに作成されています。
気象・土壌条件・作業体系から当地域以外には、適用されませんので十分ご注意ください。（不利益・損害などが発生した場合、当方は責
任を負うことはできません）
※掲載されている農薬情報は、令和３年７月２１日現在の登録内容となっていますので、活用の際は、あらかじめ安全使用基準を確認くだ
さいますようお願いします。

■□■□■□■□ GAP手法の活用 【食品安全編】□■□■□■□

－ 野菜の衛生管理～設備・器具の管理～ －

農産物と接触する可能性のある設備・器具の汚れは、異物混入や病原微生物汚染の原因になります。定期的に清掃を行い清潔に保ちます。

・清掃用具は病原性微生物が繁殖する原因とならないように、洗浄・除菌を行ってから保管しましょう。
吊り下げフックなどを使用し、床への直置きは避けます。

・資材置き場や機器の下など、日常の清掃が行き届かないところは、埃溜まりができやすくなります。定期的に確認し清掃しましょう。
・天井・照明器具・窓などの高所の汚れや埃は，落下による汚染源となることから、定期的に清掃しましょう。
・選果・調整器具は、使用後速やかに清掃・消毒し、清潔に保ちましょう。


